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ALS嘱託殺人事件の大久保被告の第一審が、京都地裁にて今年の 1月より行われ、先月 5日に

判決が言い渡されました。生命を軽視した殺人であり、懲役 18年の判決が出されたことが多く

のメディアでとりあげられました。しかし、報道し切れていない重要なことが、まだいくつもあ

ります。 

例えば、大久保被告が、山本直樹被告と山本淳子被告（直樹被告の母）と共謀して、直樹被告

の父親の殺害計画を練る中で、聞くに堪えない内容のメールのやり取りをしていたことはご存

知でしょうか。迷惑をかけ社会のお荷物である老人や障害者は早く死なせるのが正しいといっ

た考えや、発覚しない殺人の具体的計画の上で、山本父の殺害が実行されたのです。その残忍性

から、直樹被告の父親殺害については、15 年は下らないという判決でした。そんな大久保被告

が、ALS 患者の林優里さんも手にかけ、患者をろくに診察もせず、初対面わずか 15 分でやすや

すと殺害したのです。それにもかかわらずインターネット上では、大久保は患者の願う安楽死を

叶えてあげたのだから称賛に値する、減刑するべき、というような意見が数多く投稿されまし

た。中には裁判内容の無知や誤解の上の意見も散見されます。 

ALS当事者や障害者として私たちは、ALS等難病や重度障害であれば安楽死が合法化されるべ

きという考えが、ALS等難病者・障害者の生きる選択、生きられる可能性を削っていることを訴

えてきましたが、本質的なところはなかなか知られていないようにも感じます。 

そこで今回はまず、どういう事件・裁判だったのか、その内容の理解を深めるとともに、ALS

等難病・障害があってもより良く生きられる社会を実現することについて皆で考えられたらと

思います。 （担当：渡邉） 

 
【日時】5 月 17 日（金）14:00～16:00 

【場所】京都テルサ中会議室 ／ ZOOM 

【参加費】無料、申込み不要 

【情報保障】文字通訳あり 

【ZOOM】 

ID: 811 8403 7637 

パスコード: 240517 

※その他詳細は追って JCIL ホームページでお 

知らせします。 
JR京都駅（八条口西口）より南へ徒歩約15分 
地下鉄九条駅4番出口より西へ徒歩約5分 

安楽死が問われたのか？

年 4 月 24



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウム二日目（2 月 28 日）は、「成人期の暮らし

や支援、福祉サービス（地域生活や入所施設・病院のあ

り方）」というテーマでした。 

支援学校に通う息子を母親が殺めたという、京都市内

で 2 年前に起きた事件は、高校卒業後の見通しが立たな

かったということも大きな一因だったと言われています。

卒業後に通う通所施設が見つからず、断られたその日の

晩、息子を手にかけたと言われています。 

学齢期はまがりなりにも学校や放課後デイなどがあり

ますが、高等部卒業後は社会的支援が希薄になります。

デイに通えたとしても、16時すぎくらいに帰宅することにな

ります。親からすれば介護負担が増える心配もありま

す。。 

一方で、成人期は、ヘルパー支援は充実します。少なく

とも京都市では、24 時間介護含めて、ある程度必要な人

に必要な分の支給決定が出されるようになってきていま

す。けれども、諸事情でヘルパー支援がうまく活用できな

いため、家族が障害のある子を地域で支え続けることが

困難になることもしばしばあります（もちろん地域で支える

支援者・ヘルパーの不足という背景もあります）。 

国連からは、日本政府に対する勧告で「脱施設」を計

画的に進めることが要請されていますが、残念ながら、実

態はまだ施設入所を選択せざるをえない人が多い状況で

す。施設からの地域移行もなかなか進みません。 

どのようにしてこの状況を変えていくか、それが今回の

大きなテーマでした。 

これまでは、自立生活運動は、親や施設、病院と対立

しがちで、なかなか共通の目標に向かって協力して取り

組んでいくということはできてこれませんでした。でも、で

きるなら障害のあるすべての人たちが地域で暮らし続け

られるようになってほしいという思い、これは共通の思い

のはずです。近年ようやく、自立生活運動と入所施設そ

れぞれの関係者が対話しながら共通目標に向かって取り

組んでいく兆しも現れてきました。この国際障害者年連続

シンポジウムの取り組みもその大きなきっかけとなってい

ます。 

大藪 光俊  

去る 2 月 28 日に、毎年恒例の国際障害者年連続シンポジウムが、多文化交流ネットワーク

サロンの現地会場＋Zoom のハイブリッドで行われました。第 38 回目となる今年は、『地域生

活・地域移行―壁をどう乗り越えるか―』と題して、昨年に引き続き、京都市居宅介護等事業

連絡協議会(居連協)との合同企画で開催されました。  

今回も様々なフィールドや立場からシンポジストのみなさんにご登壇いただき、入所施設や

病院から、地域移行を進めていく上での取り組みや課題について報告・検討いただきました。

詳しい内容については、僕がつべこべ言うよりも、以下に掲載されている YouTubeのアーカイ

ブ配信を見ていただいた方が絶対確かなので、ぜひぜひご覧ください！！（映像が大変荒くて

見にくくてすみません…技術班の力量不足でした…T-T）  

ということでここでは僕の感想を書きたいと思うのですが、まず何よりも、「地域生活・地域

移行」というテーマを、これだけ幅広いシンポジストのみなさんで議論されていることが単純

にすごいと思います。こういうテーマになると、良くも悪くも考え方が二分化し、「入所施設は

必要派」vs「入所施設をぶっ壊せ派」の対立構図になることがよくあると思うのですが、この

シンポジウムでは双方の問題点や課題をきっちりと整理した上で、「じゃあ、これからどうし

ていくべきか？何が必要か？」という今後の方向性が前向きに検討されていたと思います。僕

自身もお話を聞きながら、国連の障害者権利条約が掲げる理念（いかなる障害者も自分の住み

たい場所で暮らすこと）と、現在の入所施設・地域生活の現状のギャップを埋めていくには、

やはり幅広い人たちが一緒に考えて行動していかないといけないと改めて感じました。その中

でも、まずは地域移行を進めていくための一歩として、移動支援や重度訪問介護といった外出

のために使える介助制度を、施設入所者 

の人たちも利用できるようにしてい 

くことが急務であると再認識しました。  

 

  

 

地域生活を謳歌している一人として、入所施設はいずれなくなってみんなが地域で自分らし

く暮らせるようになってほしいと切に思っていますが、一方で、今施設にいる人や施設は必要

と思っている人の声にもしっかり耳を傾けつつ、対話しつつ、これからも脱施設プロジェクト

の一員として取り組みを続けていきたいと思います。貴重なお話をありがとうございました！ 

第 38回「国際障害者年」連続シンポジウム（京都市居連協合同企画） 

「地域生活・地域移行 ～壁をどう乗り越えるか～」2024.02.28 
開催 

報告 

  

アーカイブ配信中！ 

YouTube「JCIL」で検索 

またはQRコードから→ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※車いすで参加される人は、

4/25(木)までにご連絡ください。 



 

☆日時：5 月14

スタジアムはお馴染み多文化交流ネットワークサロン!! 
お好きな時間に来て、無理せずお好きな時間に帰ってもらって大丈夫です。
ラリーが続くとどんどんゲームは白熱！ゆるゆる球で得点が入ったり、かな
りの速さでスマッシュが決まったり。面白いですよ～ 

（担当：野瀨、宇田） 

場所：事業所 2 階 

持ち物：バスタオル１枚 

参加費：無料 

定員：先着６名 

5/20(月)までに届いた申込みメ

ールから先着順。 
 

申込先：事業所メールアドレス 

jcil-kyoto@jcil.jp 宛 

件名：ハンドケア申込み  

でお申込みください。 

アロマオイルを使ったハンドマッサージは、ただ心地よいだけ

でなく、香りをかぐことで良い気分転換にも。 

マッサージをしてもらいつつおしゃべりしながら、ゆったりと

リラックスするひとときをすごしてみてください。 

プロフィール：沖田友子（おきたともこ） 

1960 年生まれ、京都育ち。障害者福祉施設で

働いている。息子が長年 JCIL のヘルパーさん

に支援を受けています。心身ともに癒やしてく

れるアロママッサージを少しでも知っていただ

けたら幸いです!（プロではありません） 

【材料】 
・玉ねぎ 
・にんじん 
・じゃがいも 
・鶏肉（もも・むね・手羽先・手羽元なんでもOK）   
【作り方】 
① 玉ねぎから順番に輪切りにして、しっかりと蓋のしまる鍋かフライパンに並べます。 
② 酒か白ワインをカレースプーン２杯、水を３杯ふりかけて、親指・人差し指・中指の３本でつま

んだ塩をその上からパラパラとかけます。あればセロリやローリエを一番上にのせます。 
③ しっかり蓋をしてごくごく弱火で火を通し、材料が柔らかくなったらできあがり！ 
 
野菜とお肉を取り出して好きな調味料や薬味で食べてください。 
そしてー！今回の組み合わせはじゃがいもを多めにしたらポタージュにもできます。 
お肉とローリエ以外をミキサーかブレンダーにかけてなめらかにします。 
牛乳や豆乳でのばして、塩コショウで味を調えてください。 
食べるときにオリーブオイルなどをかけると美味しいです。 

さすけねぇ～ 
ちかげさ聞いでみっぺ 

↓ちかげ 

のコーナー 「どうしよう？」 

★井戸端トーク★ ZOOMあり ID:867 5583 6306 パスコード:528924 

5/31(金) 14:00～16:00 トークテーマ『料理』 
事業所一階にて参加費は無料です。   ZOOM→ 

料理のアイデアが欲しい人や、料理についての困りごと、健康について

など、参加者で気軽にトーク予定です。 
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